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１．�はじめに

　金融業界では、眉をひそめるような不祥事がし

ばしば起きて後を絶たない。最近ではSMBC日興

証券の株価操作事件、数年前のスルガ銀行のシェ

アハウス向け融資での不正、10年ほど前のAIJ投

資顧問での運用パフォーマンス捏造による年金消

失事件。

　日本だけでこうした事件が起きたのかといえ

ば、 海 外 で も ま た 同 様 だ。 米 国 の マ ド フ 氏

（NASDAQ元会長）による虚偽パフォーマンス報

告、英国ではロンドンの銀行ディーラーたちが結

託したLIBOR金利操作など、金融先進国であっ

た英米でも事件は相次いだ。

　「浜の真砂は尽きるとも、世に盗人の種は尽き

まじ」と石川五右衛門は言ったらしいが、「金融

業界に詐欺師・不届き者の種は尽きまじ」と嘆く

ばかりだ。

　資本主義では金融不祥事は必然的に起きざるを

得ないのだろうか？　自己の利益追求を最優先の

動機として経済行動をとるかぎり、他人や世間一

般に迷惑や損失をまき散らしながら行動しがちな

のは、避けられない悪弊なのだろうか？

　本稿では、「資本主義と職業倫理は相反する宿

命なのか」という問いに対して、欧米とわが国の

経済思想の歴史をさかのぼりながら考えてみた

い。
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